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，以上（’）様な園舛寺と真言宗ワ）関係の外に叉園城寺と南都との関亀汐Fられろ．即ち円珍門徒の

増命は元興寺に関兵し（血脈類集記－大日本史料一の五, 697頁），詮慶は明詮（法相宗）の弟子でもあ

ｂ（盾扁補任，安和二年条），多武娑に住んだ（多武峰略記）．又増誉は廣隆寺の別当に補せられ（寺門高

僣記，四），良意は興傷寺北円堂の供養を行って居ろ（寺門庫記補給一大日本史料三の七, 260頁）．南都

や真戸の檜侶を講会，供養に招く事は最澄の高雄山講会や叡山文珠堂供養（叡岳ｚ記）をはじめとし

て義真（天長元年叡山犬講堂供養一叡岳要記）や光定（承和五年四王院供養一同），良源休元三年根本中堂供

養一同）等の場合にも見られろ炉，それは対抗的に非んば儀祀的な意味のものであっすこと思われろ．

然ろに良馬の場合は南都からの招きであり，こ.れは既述の如く彼が真言宗と言われすこ程で，初期数

團の意固地な態度を失って他宗との関係の円滑となっす二焉であろう．扶桑略記（寛治七,三，二十）

に多武峰妙楽寺の経迢にっいて彼は最初三井寺で心誉僧正の門人となり後，経救僧都に法祖を学び

多武峰で真言を修めず二･とあう．円仁系で南都との関係は，さきに述べすこ多武峰との関係と，遍照（後

逍する如く純粋に円仁系統ではない）の門徒の由性炉薬師寺の別当になっ7こ位のものであ･ろ（前号七頁參照）．

　言う迄もなく最澄の天台教團は南都法相宗との激しいずこすこかいの中から生れ7こものであろ．その

後も感和の宗論に於けろ良源の如く，最澄以来の即身成佛の義を以って興傷寺法蔵の定性二乗不成

佛の義に対して居ろ（慈恵大僣正厚，元亨釈書）．然引こ園城寺に於いては宗義の上でも南都との爰協

的態度が見られろ．吉保二年，叡山の門徒炉智証門流受忠の天台座主すこ･ろに反対し「智鐙門人学ｚ

法相模宗一;捨二円頓数文-」と主張しすこのを駁しlfこ興傷寺恩受の奏状（興嘔寺叢書ニー大日本佛歌全書）

又，長寛元年園械寺衆徒の戒壇褐立の訴訟の事について叡山の衆徒が法相を「模宗と称し」東大寺

戒壇を「小戒,と焉し」，園城寺‘の衆徒が天台の円頓戒を捨てて南都の小乗戒を受け乍ら，猫天台僧と

称すろ事を非難したのを駁した興扇寺僧綱の奏上（同）は共に法相宗炉印度に於いて釈尊の弟子価

勒菩薩の数として脆かれたものであろのに，天台は僅に支那隋朝開皇十四乍の智憧によづてはじめ

られすこ事を根篠として法相の天台にすぐれたるを主張し．更に丁.凡山門侶不．屑ユ価勒之故泊一而

称ｚ方便－，園城者学．同宗一而龍才越二彼山－」（長寛元年奏状）と述べて園城寺側を擁護して

居ろが，これ等によれば延暦寺炉南都法相（価勒）の数を排すろのに園城寺が奈良佛数との友好

関係から，その学風を取入れすこであろう事炉推量されろのであろ．華頂要略に智毘大師の遺言と

して十一箇条が’あろが，その第十一条に･「我歿後門人若受二小乗劣禎一者．彼此門人於．大講

堂一成二集会－，一所会合可ｙ放二捨我門徒一彿巾山門僧衆上耳（大日本佛歌全書）」と述べて居ろ

が，これは藤原時代末期円仁派の偶作と考えら･れて居り･（「開城寺の研究」所収，嘔尾猛市耶氏論文，

541―544頁－照），南都を小乗とすろ最澄以来の非妥協的態度を示すものにﾀﾄならない.，長久二年五

月，朝廷は園城寺戒壇褐立を諸宗にはかられすこが，この時，法相，律，三論，華蔵，真言の諸宗は

皆賛成して居ろ（春記，寺門傅記補録）．この様に山門，寺門の争いに於いで南都と真言宗は園城寺の

肩を持つ傾向炉あっすこのは弱者に味方すろと言った事の外に思想的な問題炉平行して居だのではあ

るまいか．

　元々園城寺は延暦寺の分れであり．その末寺と考えられて居すこ･（寺門傅記補録所載，貞観八;五，十四，

太政官符ナ大日本史料一の一, 841頁）．然ろに寺門高檜記1ごよれば「－，天台宗相承正在二智毘門流-
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不．在ｚ慈愛門徒一事」として最澄炉「天台一宗流依ユ先帝公験一授二前入唐沙門義其一畢，自今

以後一宗学生一事己上不．得二違背-」（続群書類従）と述べすこ事をその根捷とし，そのあとに「一，

園城寺是本延暦寺是末事」として「園城崇聊両寺者，是天智天皇天武天皇御願寺，東西榜敲三塔

者，傅教慈受私建立也，帝ΞＥ御願，丞萄草創，尊卑懸隔」とし，更こ，「又園城寺者天智天武之建

立，延暦寺建立以前経ニー百徐単一，以．昔可．篤．本，以．後可，.焉．末」と述べて居ろ．即ち

最澄円仁の延暦寺に対し天智天武の園城寺として，義筒，円珍の門流を権威づけんとして居る．又

寺門傅記補知こは「天台一乗円戒傅教不．行，慈受不」受，唯有二義筒智瞭傅．之，因而寺門是山家

円戒正統也」と述べ，特に円仁にっいては彼が東大寺に受戒して菩薩大戒壇に登らなかっfこ事を主

張して居る．（因に天慶二乍の慈受大師傅には最澄歿後間もなく弘仁十四年，叡山に大乗戒壇炉允

許せられるや，円仁は根本中堂に於いて大戒を受け，更に傅戒師義筒を助けて教授師となっずことあ

ろから，円仁炉菩薩大賊勤こ登らすと言う園城寺の言い分はあやまりであろう.）以上思想的対立は

勿論政治的対立によって生れずこものであろうが，園城寺側に於いて認められるものはその律令的理

念であろ．而して園城寺と大友氏との関係炉傅えられて居る以上は，大友氏を通じての近江朝廷と

の関係の想起奸，その律令的理念に影皆を呉えて居ち事は全然否定は出来ないと忠５．園城寺炉延

暦寺よりも平安後期より朝廷や公卿に重用され7こ事は，例えば鋒倉時代のものではある炉，承元二

年及び建暦元年の院宣（寺門高噌記十）に述べられて居ろ如くである．而し.て是等は延暦寺衆徒の横暴

や，後に述べろ園城寺に於ける密学，修験道の隆鳥=こよろものであ.ろう炉，それと共に又，さきの

律令的理念とい’う事がこれに平行しﾌﾆ･であ’ろうという一事も必ずしも否定出来い‘ヽと思う．こう‘いう

立場によって円珍の園城寺炉創立され7こものではないとしても，天智天皇という律令国家の創始者

と民阻冊であろ最澄，円仁と,の対立尊卑を考えろ思想は康和以前，既に存在して居記のではないか

と思われこヽ．扶桑略記，康和三年十月二十八日の粂に延暦寺の建物炉焼けずこので，さきの崇頴寺の

例にならって除非違使を泣さ.れろ議がめつ7こ炉，崇聊寺は宍皇の御願寺蛍あらヵヽらｸ同じくすろわけ

に.は行かないとし.て，東大寺の例によって弁官を遣し7こといヽう,事炉見えて居ろ．（束大寺と延暦寺

を並べ7こ意味はよくわからない.）ともかく崇聊寺は天智天皇の御願寺で園城寺の創立にも,両者の

関係が傅えられて居る如く，園城寺と親善の関拓こあっ7こらしく，園城寺の禎範が寛治五年，崇聊

寺の別当となり（図城寺傅法血眠乾Ｔ大日本史料三の二,401頁），園城寺長吏，勝受も承徳元年別当と

なって居ろ（中右記，承徳元，岡正，十四）．尤も延暦寺でも，権律師安筒（噌扁補任，永祚元年条），少

僣都院源（指記，筧弘二，七,.二十三）炉崇聊寺肘当等に補せられ7こ例もあろ．安筒.は良源の弟子であ

り，院源も円仁系統であろ（附肺m任，天台座主記）．崇聊寺は南都しの関係もあっ竹らしく延長瓦乍

十二月二十六日，此寺の俑勒像を供養するのに東大寺の延倣及び興幅寺の増利炉導師をつとめて

居る（扶桑略記，寺門高噌記）．遡って弘仁六乍四月嵯峨天皇炉崇聊寺に行幸され仁時は永忠及び誕命

等炉衆誉を率.いてその門外に迎え7こという（日本紀略）．

　円仁は最澄の直弟子で叡山念佛の創始者であり，円珍は義侃の門下モある．義筒にっいてはまと

まっすこ傅記は傅わらない炉，．顕戒論縁起（巻上）に出て居ろ延暦二十四乍九月十六日付けの治部省

公験によこヽと義筒は最初東大寺の慈賢に漢語を習出

長寛元年五月の興幅寺噌綱の奏上（興蜀寺叢書）には興聊寺延修の逗子であろと見えて居ろ,．義筒が

漢語に通じ北事は同‘じく順戒倫縁起に出て居る延暦二十一年十月二十日，最澄炉通譚を求めて,上表

（倅歓大師ほ全集, #―, 267頁）や叙山犬師傅にも見える．又名匠噂傅;こは「在卜俗読．需，入ｙ道

学二経論一卜（続群書類従）とあり，叡山犬師傅には「若くして恥悟，頗る経論に渉る」とあり，又

　「最澄の門徒中，妙義に通すろ者二十除人，その中，興聊寺の愉義價，大安寺の僣円澄（円澄が律暦

に学んだ事は元亨釈書に見えて居る）これが首たり」（原文漢文）･とある／義筒は天台の教えを讃仰して

最澄と共に入唐，国清寺に於いて具足戒を受けた（鯛戒諸政起巻よ所収の台州から義釦さ奥えた公験及び名
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匠略部所収の台州録及び内刎弗法相承血脈討卜傅数大師全集倦一）．延暦寺が正式に詔められずこのは延暦二

十五年以後で，しかも比叡山寺という名で通り，弘仁十四年延暦寺の号を賜わっ7こので（叡山大師傅），

それ迄は最澄自,身も近江国国分寺,（国昌寺）の唇として扱われて居7こ（佛散大師全集,巻五所収,賓亀十

一年及び延暦二年牒.なお辻善之助厚士「日本彿散史」上世篇247頁をも參照）状態に於いて義両は便宜上唇籍を興

扇寺に置いて居7このではないかと思われろ．それは天台法華年分度者学生名帳に山に残っ7二十二人

について受戒せろ唇.,円仁，徳円，円正，徳善を興扁寺（こ.の四人炉興禰寺に住しｱご記録を見な

い）と書いてあろのに，受戒前の沙俑，玄慧以下の四人を比叡山止観院に属すろとして区厨してあ

ろのによっ.ても考えられる．（因にこの名帳には檜，光定と沙禰，弘真，弘円について唇籍の記載

炉なく，･又義真i円澄等の名も見えない）．然し河れにせよ義真が最初興扇寺の唇であっすこ事はさ

･きの頴戒論縁起の公験によって大体詔めてよいと思う．　　　　Ｊ

　寺門高唇記めづ検尿一院是慈受遺流，.東西両塔不然事」の条に慈受犬師傅を引いて検尿院は慈受

大師が建てたものであろが，東塔は智鐙大師が住んで居すこ所であ.り，千手院，山王院，西塔は義真

が起した所であろと記されて居るが，此所でも矢張り既述の寺門傅記補蜂所載，貞観八年の官符に

義真垣最澄の正流であろとして円仁の門流をおさえたと同様に，義侃を円仁と対立的に取扱って居

る垣，此等は結局，最澄の直流と義其の流れとの対立から窟されすこものであろう･．山門三井確執記

によろと義真の死後そ.の遺命により，弟子の円修が座主となろと大衆が鼓を鳴らして騒いだ鴇，円

修退いて円澄垣座主となっ7こ.とあり，かかろ直系・傍系の争い炉園城寺創立の原因となっ7こ事は辻

博士の御脆の通りであろう．而.して,かかる政治的対立に加えろに，さきに述べた叡山密教化の趨

勢／更に南都や真言宗との関係と,いう,様なものがからんで，此所に延暦寺と園城寺の立場，色彩の

相違と言っす二もの垣生み出され麗であろう．　，．

　さ.きにふれ7こ如く，天台宗に於けろ弧勒信仰は円珍以後興ろのであろが，それについて述べろ

前に天台宗に於けjろ阿倆陀信仰について一瞥を呉えろことにする．既述の様に最澄:こ於いても阿

倆陀信仰との関係は未だ薄く，又義真や円澄に於いても同様であった（（辰史学研究J 1-31-&,井上光

貞氏論文盆照）.常行三味は円仁にはじまろ加，円珍の時代には再び密教化し北法華三味垣一山配風廳

しすこ.（同）．而して円仁系統の良訟こ到って榜尿三昧院の創立となり，これより･叡山に於ける常行

三味加大いに盛んとなっ乙　もとより円珍系統や園城寺力弓も念佛者を出して居ろ力≒それは円仁

門流に比べろと歴史的意義に乏しく又数も少い．名匠略蕩によろと円珍自身に念佛者と,しての形跡

が見られ，又直林敬範氏は入質言門講法華法門や阿若集･をあげて円珍の浄土思想について述べて居

゛られる･（「図城寺の研究」所収論文248瓦）炉，天台宗に.於けろ念佛は氏自身も論じて居られろ如く天台大

師の正念往生安架国の思想により．阿弼陀怖が法華の本極法身どしで取扱われすこ事によろも‘ので，

その点で円仁,円珍に限ろものではなく最澄以来の日本天台の全般について言えろ事柄であろ.而し

て平安時代に於け.ろ円珍系統の念佛者をあげろと，千観（噌命の系統，日本往生極揃記ｙ，延昌（良勇.の

門徒，同及び三國庫記－大日本史料一の八, 756M) ,助慶（開城寺，続本朝往生部），成尋（円珍の門弟,大.雲寺．

　　　　●　　　　　　　　　　　　　　　●　　　　　　　　　　　　　4　　　　　　　　　　　　　　　●j　　　●　　　●●同），義慶（開城寺ト拾遺往生餓），尊澄（覚助の弟子，東塔，後拾遺往生傅），寂禰（皮祚の弟子，同），勢

縁（余慶の門流，同及び本朝新修往生傅），定爰（千観の門流，本朝捌ぽ往生部），長増（法華験記，円珍系統た

･ることぱ尊卑分脈宇多源氏部），清清（千手院√同），法秀（千手院，同），鄭憲（開城寺，山門堂舎記，扶桑

略記，双子五,.三，二十五），経巡（開城寺，扶桑略記，寛治七，三,.二十j）レ横命（國城守，同，叫長五汁一，

十一，山門堂舎記，叡岳要記），･慶祚（開城寺，同，寛仁三，十二，『十二』，観修（開城寺，同，長保四，七，

十七），増智（噌誉の弟子，寺門高附記．但し借綱補任には同一人が仁和寺となって居る）．’平燈（尊意の弟子，

古事談三），行尊（長秋記，保延元，こ，五）及び名前不明者一人（園城寺，法華騒記）等管見の範囲では

二十一人でその中，長増，一法秀，廣原及び名前不明者（共に法華験記）にっいては唯浮土とあろのみ

　　　　　　　　　　●　　Ｊ　　　　　　　　Ｉ　●●　　　　　　　　　　．モ何れの浄土か記戸れｒ雁ない.凛吟雌木日如来の印を結んで死すとあろ力侈純棒の命佛者モは萍
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いかも知れない．次に円仁系統からは法然，親雪以前に相庖（円仁の門徒，日本往生極渠記，拾泣往生

傅，扶桑略記及び日本紀略，延喜十八，十一，ニ（三）,相胞和尚修，門粟記，元亨釈書），誠意（定心院，日本往生

極楽記），春素（定心院，同），玄昭（円仁の門弟，名匠略傅，元亨釈書，本羽高僣傅，師資相承），良源･（後拾

遺往生傅，慈恚太后正修）；受超（良源の門弟，続本朝往生傅），賊久（極星院，同），永慶（横川，同），源

信（同），桓舜（法性寺，同2），受運（良源の門弟，同），遍照（円仁&）門弟，同），防禰I（良源の門弟，同），

堆賀（良源の門弟，同），寛印（極叢院，同），理光（無印寺，同），良聡（極星院.同），受具（無印寺，

同），範久（極最院，同），延慶（明快の弟子，同），仙命（無勁寺，拾遺往生修），定秀（榜星院，同），陽

生（貨幄院，同），道乗（貨憧院の正算･の弟子で法性寺，同及び法楽験記），境妙（極星院，同及び法華験記），

法壽（迅賀の弟子，西塔院スは西塔，同及び法華験記），．浮蔵（玄昭の弟子，同及び扶桑略記，康保元，十一，二

十一），実因（良源及び西塔の弘延の弟子，法華験記，三外往生記），珍西（無励寺，本朝糊ぽ往生傅2〉，円久

（極星院又は西塔とある，三外往生記，法華験記），信敬（極雌院，三外往生記），祚蓮（極星院，同），妙空

（榜最院，同及び古事談三），明普（榜叢院，同），念照（寂照の弟子，同），章実（横川，山槐記，治承三，

二，二十），及び名前不明者一人（貨投院，同）の三十七人で，その外，単こ叡EUとあって系統不明の

者には･明請（日本往生極渠記）．禰静（同），延叡（同），具受（向），入円（東塔，続本朝往生傅），叡実

　（同），仁慶,（西塔，拾遺往生傅，法華験記），明実（拾泣往生修八璋忍（東塔，同），隆湿（後拾垣往生

傅），快賢（西塔，同ゑび本朝新伯E往生傅），教其（三外往生肛），津仝（同），良陳（同），勝義（同）．

隆尋（同），良忍（東塔，同及び後拾泣往生修），行範（後拾遺往生修），璽飴（本朝捌断

玄常（旱に浄土と忿）る，法華験記），御喜（扶桑略記，天暦九，六，九，元亨釈書），空也（逗照久は延昌の弟子

というも不明≒土氏前掲著574頁參照八　良明（東塔，左屁記，長元七，九，十）及び名前不明者一入（後拾遺

往生傅，本朝糊凱

範，人円，重治，叡仁，良明及び名前不明者は円珍系統垣叡山から去り，園城寺が完全に分離し竹

正暦四乍以後の人であろ事垣明らかであろ（前掲史料昌照）加ら円仁系統と認めてよいであろう．因

に以上の系統分けは大体の傾向を示すもので，例えば遍照は明硝には円仁系統ではな’く，（「國城寺の

研究」所収，循尾氏論文544頁）延昌も円仁系の仁観からも受法して居ろ（天台座主記）．又個人的に法系の

明らかでないものでは榜蔵院は言う迄もなく，定心院,宝咬院，無動寺等もその創立の由来や住冊の

勢力関係（山門堂舎記，叡岳要記，頁惶院愉咬次第，無印寺接校次第金照j〉によって円仁系，千手院は円珍系

と判断し竹丿東塔は弘仁十二単最澄の建立といわれろ（叡岳要記）炉智鐙大師及びその門流の球澄が

住んで居竹所でもあり（寺門高后記，後拾遺往生傅），西塔は義真の起しすこ所（同）又は光慶二乍（円珍

が座主の時）の建立という（叡岳要記）垣往々記載のでは西塔院（宝桧院）と混同して用いられて

居ろ様であろ（宗派及び４常に関しては以上の外, mmrn任，天台座主記，阿娑縛名匠略記，開城寺長吏次第，師

資相承，圓城寺修記，台密血脈譜，固城寺傅法血肌諸嗣宗脈紀－大日本･史料，大日本佛散全書，正続群書類従一等

昌照）．何れにしても円仁系統は円珍系に比しで念佛関係者が遥に多かっすこ．これは叡山に於けろ浄

土思想発展の経路からも当然の事であろ．智鐙の門徒勝算はＴ-日宮中で横川の源信と対論し息.々滞

脇し7こと傅えられろ（元亨釈舎）垣議論は念佛往生の事に関し竹ものであっ7このではあろまい加．

　次に蝸勒信仰について見ろと円珍の門流からは，その信仰者を多く出して居ろ．例えば天台座主

尊意は日頃極察往生を願って居竹炉，今蓄念を改めて兜率往生を望む様になっ7こと弟子達に告げ

（扶桑略記，元戻三，二，二十四，名匠略傅,ヽ尊意陰暦正傅）墳墓に石柱を立て弟子達に兜率の因を結ばし

めfこという（名匠略昭）．厚意は円珍，増仝の門下であび（思念噌暦正傅,’諸嗣宗脈紀上－大日本史料一の

一, 565―566頁），が又安然や玄昭の教をも受け（師鍬目承一大Ｈ本史料，一の七;.684H) .純棒に円珍系

とは言えない垣大体は矢張り･円珍系と見てよい．尊意の第一弟子の年仁（平忍）は師に先立って歿

したが，臨終には兜率の迎えを受けすこ（尊意即曾正傅，扶桑略記，承子七，五，二十三）ぺ又園城寺長吏堆

命は既述の如く扶桑略記には西方往生者となって居ろ炉冊妙達蘇生注記（大日本史料一の九, 288頁）
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　には兜率の内院に往生し7ことあろ．刄園城寺診慶の遺言に「大雲寺者佛法句≒.継二慈尊出世－，吾

　遺骨可．埋二大雲寺西漫-」とあろ（大雲寺縁起－大日本史料二の一, .544頁）．園城寺の行雄曾正も少

　年の頃より常に金堂の俑勒菩薩を祀奔し7こというと古今著聞集）．園城寺緬記（大E1本佛敬全書聊7－

　88頁）によろと長承三年八月二十七日供養の金堂禰勒は行雄の彫刻す名所と傅えて居る．その他比

　叡山東塔の球澄（覚丿祷の弟子）は既述の如く極秦往生者であろ畑，兜郭こ往生すべしとの夢令を受け

　7ことも言われろ（後拾泣往生傅）･．円仁系の俑勒信仰にっいては後述すろ．．

　　以上の様に円’珍系一園城寺の佛教は現世主義的色彩の･強い弧勒に相当傾いて居7こ事が知られ

　ろ･.鎌倉時代のものではあろが貞態二年，園城寺衆徒の奏上（今門高ほ記，六いこは「園城寺者生身

　菩薩蝿勒遊化之霊窟上移二都率之内院-」とあろ．この事は思,うに大友氏以来の禰勒信仰の影９やさ

　訓こ述べ7こ園城寺と商都との親善によろものではないかと思われろ．治承四年，興頴寺から,園城寺

　への牒状（寺門高酋記，六）に「就中貴寺者,我等本師俑勒慈雄常住精舎也」とあろのも，さきにあげた，．

　長寛元乍興頑寺の奏状と共にこれ等を裏書きすろ様で.あ乱さきに述べ汀如く園城寺の狽立は天台

　宗の密教化と言う事と関連して居ろとすれば，特に南都佛教の呪術的国家主義（註八參照）畑同じ･く

　現世利益主義的な密教と共に回城寺並に円珍系統の弼勒信仰に影響を呉えすこものと考えられろ．

　　平安時代貴族の俑勒信仰に於いて第一に指を屈す可きものは藤原道長であろ．道長の阿俑陀信仰

　は有名であろ畑，それは渫娘を失って深刻に世の無常を感ずる･様になっすこ晩乍の事であろ.とも言わ

　れろ（「史潮」喫の三，赤松志津子氏論文66―72頁參照）．現世への強い愛着を持うて彼は，この地上に禰

　勒の出世を期待して金峯山炉俑勒出世の地であろというその時代の信仰（後述）に従って，寛弘四年

　八月，此所に参詣して経筒を埋め7こ（御堂関白記，寛弘四，八，十丿．　その時の願文（金峰山経筒銘一大

　日本史料二の五. 917M)には浮土信仰と卿勒信仰と炉混在して居ろ．それは一旦極如こ往生し，弼勒

　出世の暁には再び地上に生れようとすろものであ･ろ．道長は二十Ξ歳で参議を経ないで拒中納言と

　なっすこ時，修験の冊を求め園城寺の観修阿閔梨にこれを得て一門繁栄の場の所祷を依頼し，若し願

八ヽが達せられろならば．子孫を長くその門徒としようと言っ7こという゛（寺門高度記，十）．又寛弘二

　年十月，木幡に浮妙寺を建てず二時，観修を此寺の嶮校とし（寺門高慢i記，十，扶桑略記）.又岩倉に解

　睨寺を建て観修の門徒に附嘱し7こ（辻氏前掲著832頁）．寛仁，治安の頃，道長は法成寺を建立し此寺

　の寺務も心誉以後八代相次いで智鐙の門徒に附しﾌﾆ’（寺門高度記，十）．道長の子頼通は後一条天皇

　の長元元乍,法成寺で天台法相竪義を行っ7二時,回城寺の明雄を天台博士としfこ（建暦元年院宣－同い

　長暦二年十月，後朱雀天皇が慈愛門徒を天台座主7こらし必んとしﾌﾆのに対し関白頼通は智趾門下の

　明雄炉年蕩，学徳から見て第一人者7ころ故を以って，これを補せんとし7二場，山門の衆徒畑さわい

　だ事件畑あっ7こ（扶桑略記，春記）.･頼通はその子受円を明雄の弟子としfこ（寺門高曾記，十，僧綱補任，

　嘉辞元年条）．頼通の建て7こ平等院の執印も明雄以後一，二の例外（仁受，慈円）を除いては寺門か

　ら出て居る（平等院執印次第一附官稲任）．一般に平安時代末期の朝廷，貴族は天台では園城寺を重用

　しす二傾向炉あろ．（此問題にっいては機会を改めて更に考察し度い.）それは延暦寺の衆徒の横暴が

　朝廷，･貴族を悩まし記事によ気ものでもあろう炉，道長の俑勒信仰と彼の腕城寺への接近との間に

　は何等かの関係炉あっ7このではないかと思われろ．因にさきに述べ7こ興幅寺，其興が兜率天に上っ

　て弼勒を秤し7こという事を聞いて頼通の弟，激通は欽慕し，罫興はその道場に於いて故史宮をあら

　わして教通に見せしめ7こ傅えられる事（元亨釈書）も，道長一派の信仰と･して附記して置く．特に道

・長炉その現世主義と消勒信仰から金峰山に上っ7二事と，後毬すろ如く此山（趾に修験道）と園城寺

　との関係の深かっすﾆ事が道長と國城寺との接近.をもすこらしすこのであろうと思われろ．なお道長以外

　の公卿では中御門宗忠炉康和年間．慈球出世の時を期して俑勒佛と法華経を供養し7二時も，三井寺

　の斉尊律師炉供養師となり（中右記，康和五，六．二十四），又長治元年二月二十九日，朝廷が一切経

　を雄勝寺に供養し7二時の願文にも「抑以二結縁了（之ヵ）功徳-，必逢二慈雄出世－」（中右記づ
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米沃成）とあろ畑，此時の導師，呪願師も三井寺の隆明，増誉であり，嘉承二年九月十七日iこは中

御門宗忠畑故堀河天皇の焉に百箇日の講説を行って弼勒像をえ炉き,禰勒畑再び世にあらわれ7二時，

天皇にあい奉らんとのべて居ろ（中右記）炉，との時の講師は興謳寺の提誉であっ7こ畑受誉は一つに

園城寺とも傅えられろ（中右記，康和四，十，二十二j）から関城寺にも関係して居了こものと思われろ．

　天台宗円仁系統の顛勒信仰について見ろならば，扇吉和恂傅によろと天台座主相吉和審拉4a:十

五年，夢に不動明王の導きで十方の浄土を見7こがその後，心を兜率内院にかけ夢に兜率内院に至っ

すことあろ.･法華験記にも彼は兜単往生者となって居ろ炉,日本往生極楽記やさきの相吉和恂傅,門葉

記（大日本史料一の五，46頁）．扶桑略記（延喜十八，十一ヽ，二）等によろと顛陀を唱えて往生したとめろ．

又元亨釈書では明王から十方の浮土を示されて極楽を選んだとめろ’．宇治拾遺（十五）や葛川縁起

（大日本史料一の五，48頁）にも霊夢に俑勒のもとに至っす二とあろが往生し7ことは見えない．次に良源

の門Ｔの道命は法華の力で兜廓こ往生し7こと傅えられろ（法華験記ｙ．又極楽往生者の受超（源信の弟

子j）も兜率冊都と言われ7こ（初匠略傅）か.ら顛勒信仰に関係があったかも知れない．，宝拉院（西塔とも

ある）の這栄も兜卒を訪問し兜市上生者の一人にかぞえられろ（法華験記，今昔物諮十三の七）．慈恵大

師傅（胆仁三年作2）によろと良源は横川の四季講堂に慈璋出世を期して金色顛勒像を安置し7こと言わ

れろ.然しこの事は慈恵大冊正傅（長元四年作）には見えない．源信は兜卒浄土より極楽浄土への往生

を願っ了こ（往生要集，唇上，大文第三明極楽証韻名･第二割兜率の条及び法華験記ｙ畑彼のすすめにより延鏡が

近江志賀山の関寺を再建し近江守，源経頼の助けを得て二重の高閣を建て禰勒の像タ安置じ7二事炉

関寺縁起（臨壽二年作）や左経記（延戻と･あるー萬壽二, 5,十六）.等に見.えて居ろL　然し扶桑略記（萬

壽四，三，一）には延鏡が再興したとのみ･あってか信の名は見えない，延銃にっいては不明であろ炉

天台系統の冊であっ7こと思われろ･．因に此寺の起源は不明であろぐ関寺縁起）畑山槐記（治承三，二，

二十九）には先年延暦寺の衆徒によって焼力すけこのを園城寺の大衆が再建すべしというので一入米

ヤ升を入れ7こ事畑見えて居るから平安末期には釦こ園城寺の勢力範囲になって居7こ事畑知られろ．

その他叡山の冊には新修往生傅の行範（後拾遺往生傅，下唇の極勁往生者と同人）は大治年間良夜念佛し

て兜率天に往生し.7こという.･又法華嶮記の円善（東塔）と名前不明者一人（壱叡の条）.及び元亨釈

書（よび宇治拾遺十五の八）にー・人の兜率訪問者（名前不明）があ乱以半の串.既述の如く（良源，源

信は言う迄もなく）゛相憲，提超，行範は極楽往生者とも言われろ．結局，円仁系統で純棒の禰勒信

仰者は道命と道栄だけであろ．しかも南都や具言宗又は円珍系に比して顛勒信仰との因縁の薄かろ

可き円仁系又,は叡山の冊にして，なお且っ顛勒信仰との関係を持つ形跡のある事は,･又それだけの

理由･がめつ了こであろう．今それについて考えろ前に，叡山に於けろ禰勒像（堂）について点瞼して

見ろ（以下主として山門堂舎記，叡岳要記による）．　　　く　　　　　　　　　‥，

　戒壇院（天長四年，義具の建立）釈迦，文殊，弼勒　　　　　　　　ｌ

　根本如法堂（首提蔵院）（嘉部元年円仁建立）　普賢，文殊，禰勒

　　門蔡記（大日本部料二の一, 299W)によろと釈迦, mm.文殊，多宝観音の像炉あり，その中，

　　顛勒は敲久，聖全の作と傅えろ．敲久，聖仝は既述の如く円仁系統の念佛者で，蔽久は楊賊

　　院，良源の門弟であろ．

’講堂（天長元乍義只建立）　毘庖全那木像，弼勒，十―面観音　　　　　　　　　　，

１　　この中･，顛勒と＋２面観音の像は衆竹，檀越力を合わせて造ろ所であるという（･叡岳要記のみ）

ダ　゛から恐らく最初がらあっ7こものであろう．

・文殊堂　　文殊，普賢，弼勒

　　この堂は延暦十二乍最働こよって最初の供養が行われ仁‥　　　　　　　　　　　　゛･

‘根本中堂　･薬師，文殊，普賢，禰勒，毘沙門天（堂命記のみj）

.‘　，最澄の時には薬師佛のみであって，此堂の完成しにの,は義具の時であごヽ．



　　　　　　　　　　禰　勒　信．仰　に　つ　い　て’（伊野部）

横川の四季講堂（定心坊）　　金色等身俑勒

７

　・既述の様にこ･の像は慈恵大師都こよろと良源炉弼勒の出世を期して置い?こ･ものとなって居ろ．

　以Ｅの外百練抄（康治元，三，十七）には叡山東塔南谷に俑勒堂のあっ了こ事炉見えろ．叉慈受大師

傅によろと承和三年榜倣院の九条式を制定し北時，そこに「六波羅密三徳之九峰及兜率等四院安祁

房舎｣を設け7こ事が見えて居ろ..

　以上あげ刎

年代から言って室町時代を余り遡らないものであろう．而して上述の俑勒像炉顛勒信仰の衰えすこ中

世以降のものであっ7ことしても，それは弧勒信仰の盛んであっ仁時代の名残りであり，従って以Ｅの

俑勒は矢張り平安時代(特回その初期)のものであろと推察されろ．勿論倆勒を安置すろのは，必

ずしもその信仰とは関係なく，形骸的な宗義的習慣ピよろ場合もあろう.が，必ずしもそうのみとは

思われない場合.(敵久，聖岳の事･跡や横川の嶺勒信仰)もあ‘ろ．此等のぎは最澄，円仁の涜れを汲

む者の間にも俑勒信仰の行われ7こ事実を示すものであろと思われろ．思うに延暦寺に於けろ俑勒信

仰の存在は奈良時代よりの一般的傅統によろものでもあろう炉，その外に例えば禰勒信仰の持つ現

'｀'4 't里-･･l･f･'J-
.
f　.ll~u /IL･一一n‘・ '･一々･^ ->-

-n^.が4rlT＼工日４ｕ一子遡al.－ヽソ４ず六１'の卜鳥‘つヤ低ではない加と世主義的傾'向炉，此時代に,盛ん4こなつす二密教の現世主義とマツチす右も'のがあつ?二篤ではな

思われろ．天台宗が世俗的な勢力を占めろ都こなづ7=のは，･その衝激佃こよろものであって，その

盛んとなろのは円仁，円珍の時からであろ．良源は浮土思想の発達中上にも時期を割して居るが，

又「我山門冊侶初雖,.学二頭数二，後亦学こﾕ秘敬一，汝莫．軽二真言教二」（阿娑縛三國名匠略記一統

群書幽従本）と言っ7こと言われろ如く，天台密数の上にも大きな役割を果いこ．又兜卒冊都と言われ=-㎜㎜
7こ受超は「深長二三密吏道-」と言われろ（慈悪大噌正傅一群書類従永）．相庶和尚についても後述すろ

如く修験道に秀ですこ事炉傅えられろ．俑勒信仰炉円仁系更に榜敵院に迄及ぶ形跡のあろの‘も．此点

から解釈す可きではな加ろう加．しかもそれは翠なる阿弧陀信仰との混合ではない．既述の如く南

都の開成は慈尊の出世を期待して俑勒寺を建て西に向つて入滅し7こ･という例（拾遺往生傅），又さき

の千観は夢に人あらわれて「信仰是深壹隔二極槃上品之蓮-，善根無量，定期こ弼勒下生之暁－」．

（日本往生極楽記－群書類従）と言つすこ事や藤原忠実の妻の母炉多宝塔を建てf二時の願文（大江匡房作）．

にもF待二俑陀来迎-（中略），待ご慈民（氏ヵ）之下生－」゛（江都価脂願文集，五一続群書類従）とあ

ろのは両者の対立を意識して居ない場合であろ炉，さ･きの尊意（円珍系）炉阿俑陀信仰より俑勒信

仰に移づ仁という事，源信炉側勒をおいて極桑を選んだ事，其の他円珍系統では尊澄も夢の告げに

反し，兜卒よ･t）極楽往生を望んだ事（後拾遺往生悳）．俗人では久安二年，藤原実親炉兜率往生より

♂/--J　”’■　　’　-¶－
西方浮土を希い（元亨釈舎），.天仁元年，平時範も若乍の時は法華経を寫して金峰山に詣でむこ拘ら

ず，･夢の告げに反し兜率を望ます極楽往生を望む様になつむ事（拾遺往生傅）等は両者の対立を意識

して居ろ．高野山の良譚も弼勒堂を建て7こ炉保延五年死せんとすろ時に,は安養浄土へ.の往生を願づ

すこ事（高野山往生傅）も弼勒信仰から阿頭陀信仰への移行の例であろ．因□

へ移つ7こ例は管見の範囲では諒意一人である．　　　　　　，｀

　既述の様に叡山の弼勒信仰は天台の密教化という事と関連すろ･ものであろうと考えられ，その原

因は密教の持つ現世利益的性格（それは南都佛教の瓦術.的国家主義一鎖護国家的性格につらなろ.’

ものと思われろ一註八參照）と･浦勒信仰の現世的性格との一致に求められろ．而してその際，浦勒信

仰と密教を紹ぷ篤に更にその媒介としで作柚すろもの炉あうすこLそれは密教の中から生れ，し力４．

弼勒信仰と直接結びつくも‘のであっ7二．即ち修験道であち．　　　ヶ　　．

　　山伏の性格は民族的山岳信仰より来ろ山岳練行者及び冗術者としでのそれであろ･く和歌森太郎氏

　「修験道史研究」６－７頁）．而して児術とは佛敦の言葉から出て居ろ（同27頁）様じ山岳修行そ｀のもの:

..炉（紳紙思想や民俗信仰との提契の上に）佛敦者の手によって発展し仁ものが修験道であろと考え

　られ乙．修験と､は「験を修すら」即ち児験を修めろ事であぎ（同9｀寅、10頁）．　そこ」こは現世利益の
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観念炉伴う．而してかかろ目的によろ山岳修行は熊野，葛城，金峰山，戸隠（和歌採氏前掲著畠照）の

外，根来（大席法院本願畜人御潭Ｈ売群書類従本778頁一に此山は役の抒者の細ゆの地である事が見ぇる）や伊予

の石槌山，豊前の彦山，加貿の白山，出羽の羽黒山（辻氏前掲著708－709幻炉それぞれその中心とし

て有名であつ7こ．金峰山について見ろと，此山を合む大峰は役の行者に結びつけられろ事によつて

熊野と共に山岳修行の霊地となつすこ（和歌森氏肋掲著42－43頁，１14頁盛岡）．此山は天然資源に富み恐

らく奈良時代迄には黄金の山として現世の幸循炉無限にあろと考えられて居7こ（同46－4項)．即ｙ

現笑世界の現想化され仁所として信仰されろ拓こなつ仏それは法華経の霊山浄土とかＧ去華倍仰者

の金嶮山修行肴は湖喉記に多く見ぇる）頁言の衝蔵浄土の様な現世利爺の掘念や，大日如来の信仰とも

結びつき（同60頁,.61頁畠照），更に同じく現世的這敦思想とからみ合つて金剛敞王菩藤を此山に結

びつけろ事となつ7こ（古今著聞築，二に所引の吏郎王記）．而して金剛蔵王は又後周の義楚六帖によろと

弧勒の化身ともされて居ろ事によつて金峰山信仰は顛勒信仰と結びつく過程に殼かれろのであろ.

扶桑略肥（天乎二十，正，四）及び石山寺縁剋に聖武天皇炉大佛鎔造の黄金を得ろ埓，良辨を金峰山

に遣し，七日の間黄金を訴らしめ7こ時，夢;こ一皆あらわれて，この山の黄金は弧勒炉あづけ仁も

のであろから，慈尊出世の時迄呉え難いと言つ7二という事炉見えて居ろ．又本朝紳仙傅の都藍尼の

条に,．此山は黄金を以つて敷堆となし，息涼の出世を待7二ん炉焉,Ｉ金剛蔵王炉これを守つて居ろ

という事炉肥されて居ろ．既逍の如,く道長炉経筒を此山に加め7このも彊勒出世の時を期待しすこもの

であｂ，又嘉承元年七月，内大臣源雅突が金峰山に脂で（中右記八鏡を施入しすこヵ≒　その施入歌

にも「所。期慈璋之下生」と本剔続交搾,七ー國史大系）とあろ．平時範も若年の頃は法芸を寫して金峰

山に詣で7こが夢の告げに反し兜辛を望ます極察往生を望んぢぐ拾泣往生既〉と‘いう･から，金峰山詣で

の頃は顛勒信仰を憤いすこかも知れない．長谷寺縁起文にも蔵王篠現炉菅原這罫に対し金峰山は兜率

天宮観世音院であろ事を逍べ’更に「菩薩諒聞住ユ此山一,，而逞エ功徳―，諸天紳祗在エ此屯―而



　　　　　　　　　　　j爾勒信’仰　にっ　い　て　　（伊野部）’　　　　　　９

すろ力を持すこないけれども，熊野信仰にしても，その本質は矢張り現世主義的なものであっすこと思

う．而してこれは金峰山信仰において肩可等変るものではない．　　　　一　　　　　　　二

　扨て修験道を奈良時代以後の冊侶にっいで見ろと浦都関係では律宗の鑑真は葛城山,大峰山によ

ぢ登っすこ事炉唐招提寺略蛸こ見えろ．又疸異記（よの三十一，中の二十六）には聖武天皇の御代，さき

の御手代東人及び廣述という者が吉野山及び金峰山に入って修法しすこ事炉記されて居ろ．道鏡は．

はじめ葛城山で如意輪法を修め苦行極まりなし.，よって孝謙天皇に召されて御病の平癒を所っすこと

いう（噌綱補任抄出）．最澄の論敵護命は得度前，吉野山に入って苦行い元興寺の勝高について法

相を学んだ後も月の半ばは深い山に入って虚室蔽法を修めすこと言われろ（続日本後記，承和元，九，戊

午条）．同じく最澄の論敵の興頴寺徳一は常陸の筑波山を開い7二という（元亨釈書）．平安時代にも

懐箕（興蜀寺）は金峰に上りその供養の功績をあげすこ（暦綱補任，延久三年条）．金峰山は平安時代に

は興幅寺の末寺となって居る（中右記，寛治七，十，二十七条）．態和の宗論に良源と論争しfこ法相の

仲算はその後那智の滝壷に入って跡をくらましすことも傅えられろ（碧山日録,二－大日本史料一の十一，

286頁）．　又東大寺の仁鏡は愛太子山に上り更に大鷲峰に住んで修行しべ法華験記），東大寺の三修

（艮言．法相）も伊吹山に修行し仁（三代実録，元慶二，二，十三）．鎌倉時代には良算（笠置の貞慶の弟子

一法相）も金峰山で数十乍修行し了こといわれろ（元亨釈書）．かくの如く金峰山修行は南都佛教特に

法相宗と深い関係を示して居ろ．而して修験道炉更に大きな発展を見せすこのは真言密教;こよろもの

であっすこ．

　密教に於いては，その現世利益主義と修験とは最も密切な関係を持づも,のであろ．密教では呪術

の効験をあらわす篤には苦行によって肉体的苛責にすこえろ程よいとされて居ろ（和歌森氏前掲著41頁）．

元来密教に於ける苦行そのものは，それによづで，7ことえ天に生れても輪廻を解脱し得ない所に小

乗的性格がめろ（同2）.最澄は空海と共に山林修行の意義を認め，それによろ佛政界廓清の埓,･実

践的努力･を櫛っすこ炉然し,苦行にっいては彼は頴戒論（中の四十二）に於いて，それにとらわれない浮

戴比丘の意見に贅し，苦行炉大乗的精紳に欠けろ所あろを述べて居ろ．゛室海について見ろと彼は金

峰山を修行の山と考えすこらしく，役の行者のあとを慕って大峰;こ入っすこ事は元亨釈郵こ見えて居ろ.゛

彼炉山岳修行を尊んだ事は土佐の室戸，阿波の大滝嶽に於ける修行（三敬指帰序文）によっても示さ

れて居る．更に真言宗では延元二年の金峰山雑記によろと宇多天皇の御代，聖宝が役の行者の遺風

を慕って大峰,山上嶽を開いてこれを再興し修験中興の岨と言われ7ことめろ･．聖宝冊正傅によろと，

彼は諸所に赴いて院を建て佛像を安旨しすこ中に，金峰卯こ於いて･は如意輪観音，金剛蔵王菩薩の像

を立てすこ．元亨釈書にも.彼の金峰山修行の事が見えろ．又醍醐寺の貞崇は金峰山に上って一庵を構

え,三十余年間修行しすこという（扶桑略記，天授六年）．その外,東寺の日戴は最初道賢と言い十二歳で

金峰山に入り山に範ろこと六年，その後も此山に修行すること二十六年に及んだ．その目的は先づ

天下の鋲詣と自己の一身上の施肱こあっ7二（同，元慶四年三月の条に引く所の道賢上人冥途記）．彼炉名を

日蔵と改めすこのは牟尼の化身蔵王菩薩炉あらわれ，長生の兪こ改名（日は大町，蔵は蔵王）させ了こと傅

えられる（同）．又仁和寺の蓮待は金峰山に登り五穀を絶って日夜苦行し後，高野に移っ7こ（拾遺往

生偉ハ範俊も亦扉智山で千日修日しすこと傅えろ（長秋記，長承三，七，四) ･.その外真言の行者,．次

郎なろもの炉大峯を踏破しす二事炉新猿楽記に見えて居ろ.，　　　　　　　　　　　　‥

　天台関係について見ろと最澄は既述の如く苦行の價値を否定し7こ炉，『一心戒文によれば弐定か弘

仁三年七月金峰山に登り明紳の兪こ法茎を脆いyことある炉，天台系統で修験道を傅承しす二最初の人

は円珍であろｊ円珍炉役の行者９あとセ慕って金峰山に入り修行し了こ事は,元亨釈書,寺門傅記補録，

金峰山雑記等に見えろ．深仙液頂系譜には役の行者一義学―義玄一義真（天台.の義気ではあるまい）一

壽元一芳元一助音¬黒珍＝日代一日円一長円（法華験記に見える長円とは別人であろう）一円珍という系

譜になって居り，その修行にっいては金峰山,．那智山に入っすことある（「園城寺の研究」所払宮城信
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雅氏論文275頁）．智毘大師年譜にも承和十二単の条に承和年間;大饗をよぢ葛城をわ?こり或は那智

の滝の下に千日能居して苦行を積んだとあり，寺門傅記補録には金峰山からl熊野三山の深谷に入

ろ;これ即ち三井修験道の濫匍なｂと記して居ろ．以上智誰大師と金峰山乃至修験道との関係を示

す史料は鎌倉時代以後のものであり，円珍の著述や三善清行の智誰大師傅及び寺門高僧記等には大

峯山修行の事は見えない．然し既述の通り金峰山は奈良時代から，‘南都の檜侶との聚渉が始って居

7二様であろ．僧尼令第十三条の義鰍こは金嶺での修練の事炉見えろのは，平安初期此山での修行

徊盛んに行われて居7こ事を示して居る．宇多天皇や醍醐天皇も･金峰山に上られ，花山法皇も金峰山

及び熊野参詣を行っ仁（「圓城寺の研究」所収，宮城信雅氏論文277―278頁＆剛）．又嵯峨，宇多，醍醐天

皇等の寄附されすこ鍍金経箱（元禄網

山雑記や金峰山草創記によ石と，清和天皇の貞観十二単，佛像及び般若経を大饗に奉納されろに当

り円珍を御使とされ，又陽成天皇が佛像及び大粟経を奉納されろのに，再び円珍を御使とされ7こ事

が見えて居ろ．従って円珍の金峰山修行の事実も必ずしも否定出来ない．唯それは円珍の生涯に於

ける華かにして表立つfこ事実でないから，彼の自筆や同時代のものに記されなかっすこのではあろま

いか．

　更に円珍系統には修験道に関係を持つ者が少くない．増誉は歌集の頃葛城,‘大峯，熊野に於いて

修行し（寺門高附記四，寺門傅記mm,白河，堀河両院の護持僧となつ7こ（護持噌次第，愚管抄）．・彼は

寛治四年白河院の熊野御幸に堰従してその先達とな!），その功により熊野陰校に補せられ7こ（寺門

傅記補録，熊野三山檜校次第，中右記，寛治四，正，十六）．彼は又その功により北白川に聖護院を賜わb･，

そこに熊野を勧請して修験道の鎮守とし7こといわれろ（寺門高噌記四，なお辻氏前掲著714頁參照）．その

外元永元年には白河上皇の熊野詣の導師,先達は叡山の忠尋と三井の頼基であり（長秋記，元永元，閏

九，七），大治五年十一月，白河院の熊野行幸の先達となっ7二行雄’も大峯，葛城で修行して苦行第

一，効験無双の行者と言われ（寺門傅記稲涼，寺門高附記四，古今著聞菓二），白河，鳥羽両院の護持僧

｀となっ7こ（護持値i次第，今儡Å）．又受宗（公言，固城寺一刮目補任）は長承三年，両院の熊野御幸に隨っ

すこ功によって権律師に任ぜられ（同），同年法橋となっ了こ誰観も熊野詣での導師としての功によろも

のでめろ（寺門高噌記四）．その他卵仁は大治二年と五年に鳥刺院の熊野詣での導師となり，保延二

年には熊野塔供弥こも導師となって居ろ（同）．又受讃（党宗の弟子で開城寺長吏，熊野槍校）も大峰，

葛城に二千日能り永暦元年，後白河上皇の熊野詣での先達となっ7二（同六）．･久壽二乍二月の美謳門

院の熊賢診詣の先達となった受算（平範記，同如も同人であろう．その他遡って仁平三年正月の鳥

羽院，久安五年十一月，仁平二年三月の美謳門院の熊野詣でには，それぞれ園城寺の有観と俊智が

導師となって居り（平範記，同条），仁安二乍二月の後白河院の導師も寺の公舜であっ7こ（山塊記）．

鎌倉時代になっても建久九年八月，後鳥羽院の先達は寺の大僧都実慶であろ（寺門高曾記十）．此等

の事は又熊野と園城寺との関係を密にしﾌﾆ．熊野陰校は増誉が寛治四年これに補せられてより代々

寺門側，特に園城寺長吏炉此職に任じ仁（熊野三山接校次第2〉.平治元年十一別こは熊野三所権現の

祠炉園城寺内に建てられ，遷宮の儀が行われ7こ（回城寺傅串）．

　次に金峰山との関係にっいては，寛治六年七月白河上皇が此山に御幸され7二時の導師は隆明であ

り（扶桑略記，中右記），宇多法皇は惟首を使としで金峰山に佛像／経文を奉納し7こ（宮城氏前掲論文

280頁）．その外円珍系では運昭，腺慶，観修等も大峰山に修行し了ごと言われ（深仙漉頂系譜），増命

も金峰山に入りと同及ば金峰山草創記），又法華験記の長増も金峰山に入り蔵王大菩薩に帰信し，房受

も大峰’，葛城に修行して治承元年大僧正となっ?こ（寺門高曾記，六）．尊意も京都北山の賢一という

持泥の苦行僧につき，元慶二年には越中白山に入って修行しfこといわれろ（霖意阻附正傅）ご行雄の

大峰修行はさきに述べ仁．録倉時代には順徳天皇の中宮の御病に御兄の良尊法師といって寺法師実

慶.大冊正の弟子で大峰の窟で苦行しすこ僧に所らせ了こ事炉愚管抄㈹に見え，又明月記，寛喜二年五
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．かくの如く円珍系は修験者畑多く，熊野や金峰山詣での先達，導師は天台系では殆んど寺門派か

ら選ばれすこ．（円仁系ではさきの忠肆の外に慶朝炉寛治四年,玲誉（三井）及び寛意（真言）と共に

熊野御幸に供奉し（中右記，寛治四，正，十六，皇代暦一大日本史料三の一, 808頁），受逍（良源の弟子）畑道

長の金峰山詣でに提っ七（御堂関白記，寛弘四，八，十一）位のものである.）

　次に円仁系統では金峰山雑記に長意，相宿畑大峰で修行しfこと傅えられろ．これ等にっいては疑

わしいとの辻博士の脆もあろ炉，相憲和飴こついては法華験記l，相吉和侮傅及び宇治拾遺県こも彼

が密法を修め葛川及び金峰山に於いて久しく修行して呪験を試み，様･々の奇跡をあらわし記事炉見

えて居ろ．又堀河天皇の御代,山門の横暴から怪我事畑起っ仁時,仁源（円仁系統―天台座主記）は大峰

など通ｂて世に雛あろ者なりばとて所らせ記事が愚管抄絢こ見えろ,．又寛弘四年八月，道長が金峰

山に詣で経文を供養しす二時の講師は受涯であっすこ（栄華物語，御堂関白記，指記）．その外横川の浄収も

金峰山や那智,葛川,白山で修行して修験陀羅尼共他の諸道に通じずこと言･われ（扶桑略記，/康保元汁一，

二十一，古今著聞集二，浄薇直一大日本史料一の十一, 491頁），彼について世間では唯修験者記ろを知っ

て真言師（密教家という程の意味）記ろを知らすと傅えて居ろ（名匠略傅）．その外天台沙門長円

　（受逞の弟子の長円加）という者炉熊野より大峰に入り金峰山Cこ住んだ事炉法華砂記に見え，又陽

勝（頁徨院撞校次第にある者と同人か）は金峰山や熊野，吉野で三乍の激しい修行の後「飛行自在，昇天

人也」と力ヽ「又燧飛去（中略）不知至所」と傅えられろ（法華験記，扶桑略記，延喜元，八）Ｌ　又天台沙

門日円（系統不明）は菩提心を起し金峰山の巌部こ住み長く穀物を絶って仙人の如くな,つ記という

.（続本朝往生直）．　その外天台には名前不明者一人（東塔－法華験記,’義叡の条）畑あろ．此等も亦当時

の山嶽修行という一般的風潮によろものであろが．山嶽修行が既述の如く密教の影９を受吋て居ろ

とすれば,矢張り叡山の密軟化の影響によろものであろう．而してそれは円珍系に比すれば顕著でな

い．一般に寺門は山門に比べて修験又は所面力という’点で勝って居ろと考えられすこ様であろ．寺徳

染に「－,我等液ニ.三事一仕エー朝一事」「右三事者顕教密教修験也，如二東寺一者唯密宗也，如ｔ興顔

･寺一者唯穎也，東大寺延暦寺挽雖バ尋二俊学之名－，其徳猶隔二修験一也，漿こ三事一仕ニー朝一

唯三井一門也」（続群書類従）とあｂ，更に同書には「－，山門護持不．及ｚ寺門－事」の条がある．

寺門高惜記（十）に見えろ承元二単に延暦寺に下され7こ院宣と称すろものにも「延暦寺論匠雖,.召

其器已少，其仁学徒直穎然者賦，住山之鼠只営二世務一不．携こ修学一之所･．致也」（同）.という

事炉見えて居ろ．これは山門の横暴だけではなく修験道との関係に見られろ如き寺門系の性格によ

る所もあっすこのではない炉と思われろ．

　金峰一山信仰炉弼勒信仰と紺びつく事は此山炉俑勒浮土であろとか，その黄金畑弼勒出世と関係づ

けられて居ろと言っすこ事にあらわれて居ろ炉，その関係を促し記のは既述の如く密教の隆盛から来

ろ修験道，山岳修行の発展，その持つ現世利益性，泥術性炉同じく現世的色彩のあろ俑勒信仰と結

合しすこ事によろものであろう．而して今迄挙げ竹諸㈲こついて見ても，修験道と禰勒信仰，兜率往

生とが同一人に於いて重なろ事例を多く見ろ事炉出来ろ．先づ南都側では東大寺の仁鏡と,三修，真

言宗では室海，聖宝，日収，天台伺珍系では円珍，尊意，増命，行尊，除慶があり，円仁系統では

相宿和肯炉あろ．陽勝も金峰山に上って仙人となt），飛行自在，昇って天に入ろという（法華咎記で）

が，その天は兜卒天やt刀利天を意味すろものではないかも知れない炉,伊吹山で修行して天を飛んだ

三修ぐ三國傅記,六―大日本史料一り耳,675頁）は叉「依慈氏命,兜奉迎師,乗以玉輿,凌室而去」（本朝高曾

傅一同）’というから飛室の天と兜率天の様な天部とは賠麗す性に於いて通すろもの炉あろう．この外

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／　　　　　　　　　　　　　　　　　　　●　●持経者では蓮寂（もと興幅寺）は比良山の仙人として兜卒上天省であｂ（法華験者，今昔物語十三の三），

長明も兜率往生者と戸隠山修行者を歿ね（拾遺往生直），明蓮も熊野や金峰山の修行者で兜率天に上

づて居ｙ（法華験記）．．　　　　　　・

　修験地炉禰勒浄土に結びつけられ記のは金峰山だけでなく葛川縁起（大日本史料一の五.49頁）によ
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ろと相吉和肯の修行し7こ葛川の釦こ変化の人あらわれ，此滝は兜率内･院に通すろ，われは顛勒下生

の暁迄，佛湖ぽ行者を保謹せんと言っ7こ．そこで彼は毎年此山に入って勤行し，門弟達もこれにな

らい，相次いで慈尊の来会を期しすこというノ又既述の如く越中の白山に入っ刎

し了二三修も兜率信仰に関係づけられて居ろ．此等7）事柄は金峰山に限らす修験道そのもの炉顛勒信

仰と結びつく傾向のあっすこ事を示すものである．　　　・

　以上の如く顛勒信仰者は厄,々金峰山共他.の修験者であっ7こ．而して修験者で極架往生をしすこもの

又は念佛者には既述の鑑皿，相吉，浄蔵，奪澄，行雄，平時範，三修（畦九參照）及び永快（金

峰山千手院の附丿合遺往生傅）炉ある．その中鑑頁は拾泣往生傅には念佛者となっていろが時代も古

く．金峰山修行も極く傅説的なものに止まる．相吉は既述の如く法苗験記や相吉和惚傅，為川縁起

には兜率信仰との関係炉脆かれて居り，行燎も同様でその念佛は臨終の際であろ（長秋記，保延元，

二，五）．　扉澄（後拾遺往生傅）と平時範（拾遺往生傅）は兜率よりも極秦を選んだとあろから一度は兜

卒信仰者であっ7こわけであろ．　又三修は今昔物語（二十の十二）では念佛者となっていろが本邨高音

傅（七J）では顛勒信者となって居り，彼等の修験道に関すろ酸は矢張り兜率信仰であろう．修験者

長増（法葦験記）の浄土は何れの浄土が不明であろ．従って修験者の中で純粋の極察往生は永快（拾

泣往生傅）と浄蔵（同及ば扶桑略記，康保元，十一，二十－･）.すごけであろ炉，永快は金峰山を去っすことあろ

し，此等にも弼勒信仰から阿禰陀信仰への転換の事実炉あるかも知れない．

　以上の如き修験道と顛勒信仰との関係，その中でも比較的嫡勒信仰を拒否すろ傾向のあったと思

われろ天台教固円仁派に於ける顛勒信仰又はその形跡のあっ7こと思われろ円仁，相吉，道命，道栄，

受超．良源の中，道命，道栄を除く三人は或は修験道との関係を持ち或は深く密学に通じずこという

事は，禰勒信仰炉果教及びそれを媒介とし7こ修験道によって促されろ傾向のあっ7こ事を示すもので

あろう．而して古代的現世主義とそれに結びついた呪術性の故に，弼勒信仰は平安時代迄は前時代

よりの名残りや新興果敢の影響によって行われ，又鎌倉時代にもその投影をとどめて居るものの，

鎌倉時代に於けろ純中世的佛激の成立（その多くは聖徳太子より出で最澄を通して流れろ現実否定

的佛漱の継承発展である）によって，すことえそれ炉民俗信仰との結びっきに於いて近世迄も残存す

ろ事を得穏としても（和歌森太耶氏前掲著及び「史潮」48号所載論文参照），顛勒信仰そのものは長く佛漱

史の大流から逸腕してしまう事となっ7このであろ．

　以上甚だ蕪雑乍ら上代の顛勒信仰についてその歴ま的意義を考え7このであろが，なお此問題は大

陸の佛散史との比較の面からも更に除討を加う可きであろ．諸賢の御教示を仰ぎ度いと思う．

（註－:）太子と回勒との関節こついては，な叙法起寺露盤銘に戊戌の年（舒明天皇十年か），循亮が太子の焉に爾勒の

　　　像をクくり金堂を揖えた事が見えるが,これは太子の禰勒信仰をどの程度裏書きするものであるか疑問である.

（註二）此話は本朝佛法南都元興寺由来（大日本佛敬全書）には元正天皇め時となクて居る．なお奈良時代の回勒浄

　　　土図は本文の外に興凋寺西円堂（養老二年一諸寺縁起）と北方五重塔（天平二年一同）がある．扶桑略記，治

　　　暦三年二月二十五日の条に興祀寺禰勒浄土院とあるのは西円堂を指すものであろう．

（註三）三論宗の良弁も回勒の化jjと言われた（東大寺要録，倦一）．

（註四）扶桑略記，天平誹賓七年五月二十五日条.

（註五2）石川年足については続日本紀，天平十一年六月二十三日その精勤を賞して絶三十疋，布六十瓦正視三万束

　　　を賜わクた事が見え，その子名足については同，延暦七年六月十日の条に「名足耳目所．渉，多記二於心－，

　　　加以利口，剖断無●滞，然性頗偏急，好詰ｚﾆ人之過-（中略J），即対二共人一極レロ而罵」とある如く，父子

　　　共に良吏であク典型的律令官原であった事が知られる．回勒信仰の現世利盆性か特に律令國家的理念とマッチ

　　　し得可き事は，さきの長保六年太宰府牒案（前号六頁）の外にも，例えば回城寺傅記に厚える所の天智天皇の崇

　　　閲寺願文と蒔ずるものの中に，先づ賢明天皇と同人皇女（孝徳皇瑕j）の兜率往生を所願したのに続いて「玖願，

　　　後後代代聖軋慈霖覆護,災頴霊滅,玉体安稔,宜壽延長,百官快推,國家陪審」（固誠寺傅記一之二,大Ｈ利弗敬全
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　　　書本，六頁）とある事に･よつても知る事が出来る．石川年足一家の個勒信仰も必ずしも偶然ではないと思う..

（註六）奈良時代の阿禰陀像には.な訟その外，興祀寺東院（興部寺流記「延暦記辿加云」条）及び講堂（同母.「弘

　　　仁記云」条）にも阿咽陀丈六一躯ある事が見える．（上は年ｲ尤不切であるが恐らく奈良時代からのもＱであろ

　　　う.j）久阿禰陀浄土図には本文に記した外，興蜀寺の西方五ｍ塔（天平二年一諸寺縁起集）.薬師寺講堂（持

　　　統六年一薬師寺縁起），東大寺阿個陀院（天平十三年一阿個陀院貨物帳）等のものがあげられる.

･（註七）聖武天皇や光明皇后の信仰は厚大にして深遠，続紀や霊異記に見える佛敬信仰の椋な世間の栄華や物的幸凧

　　　を希求する程炭にとどまらず，特に光明皇后の禰陀（来世）信仰はその願文等によってもｊかがう事か出来る

　　　　（大屋徳城氏「聊爾佛故史論」24（卜241頁參照）．かかる天平佛故に於ける非現世的性格やその来世思想は問

　　　接には矢張り当代を風脚した草叢宗（翠松経には直接西方信仰に関する思想は見られない）の一碩的思想から

　　　嗇されたものであろうｏ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

（註八）甫都と真言宗との親近関係は本文に述べた外に，歌学関係では仁和寺の済信（東大寺別当を采ねる）か法相を

　　　政学し（仁和寺御室系譜j），筧信はもと真言であつたが三論を政学し（中有記，永久二，十，二十七），三階の

　　　隆海は真言を修め（三代実録，仁和二，七，二十二），東大寺の三修は法相宗で真言を政ね（三会定二記一大

　　　日本史料一の二，674－675頁2），同寺の法蔵（法相宗2）は寛空（真言）の弟子であり（度綱補任，康和元年），

　　　興部寺の鼠興も法相と似言を采ね（維唯会研学竪収次第，畏保五年条），．同寺の忠尊は済尽（東寺）に学び

　　　　（同，康和四年条），同寺の考利も似言に帰依し，（日本高噌陣要文抄，三），凍仁もはじめ護命に法相を学び

　　　後，実高（露言いこ従って密故を受けた（東寺長者補任）．その外東寺の定昭は天喉元年七月興頴寺別当とな

　　　るやづ珊院を建て，真言宗の本原大㈲n来を本尊として安罹した（七大寺巡礼記）．叉薬師寺法相宗の義澄，

　　　収叡，東大寺律宗の忠誠，華叢宗の心悳等も真言を采学した,（扶桑略記，天変二，四，九条，．宗叡の奏言）．

　　　久ａ言宗で東大寺に関奥した者には，本文の外に鼠如（扶桑略記，元変五，十，十三），泰景（度綱補任，承

　　　和十年J），高温（同，仁壽三年），円明（同，嘉鮮元年），源仁（同，元廳七年），念覚（同，長元七年），聖紹

　　　　（同，治暦二年）等があり，薬師寺には壱演（同，貞観七年）,･大安寺には寛忠（同，安和元年）がある．

　　　　以上の扨な真言宗と南都佛故との密接な関係や東密の南都流人は，空海以来の真言宗側の方針にもよるが，

　　　又男ら銀護國家的な南都佛故が同じく現世利盆的な真言官敬とその性格に於いて合致するものがあった事，し

　　　かも密敬そのものの萌芽は價護國家の経典たる最勝王脈々金光明随及び薬師経等の陀羅尼や造像，建皿の法等

　　　に見られ（大嵐徳城氏「町本佛散史の研究」第一@, 149―153頁及び同氏「寧爾佛敬史論」440―442頁參照），

　　　奈良時代の末期にはその思想ようやく爛熟せるを空海が大脂佛故によクてその組織化に成功したという事精に

　　　もよるものであろう．

（註九）平安時代の南都関係の爾陶こついては本文に記したものの外，本朝高度昭（七）によれば，三修は明詮（法

　　　相宗）に唯識を学んだが仁壽年中，伊吹山に修行し，貞観十八年兜率の迎えを受け凌空して去つたという．因･

　　　に彼は今昔物jE衣二十の十二）には念佛者となってﾉ冊る．同じく法相似言采学の源仁は禰勒の化ぷ1と言われ（密

　　　宗『紅脈抄一大FI本史料一の―, 48頁』，空洵･と同吽代の興蜀寺修円は傅法院を建て千佛千塔と共に個勒浄土図

　　　を安置したといわれる（興邨寺別当次第）．久扶桑略記，康保四年の条に大和の國の歓喜という度は禰勒菩薩

　　　を念じ兜率内院に生れん事を願クた事が見えて居る．清水寺は興循寺の末寺である（中有記，逼承元,二,二十

　　　三）が此寺にも揃部寺と同じく張勣会があった（同，嘉承元，三，八）．鎌倉時代には本文に記した貞皮々高

　　　弁の外に宗性がある．彼は東大寺華叢の学徒であ右が，その熱心な兜率願生は彼が貞澄（法相宗）を景慕私淑

　　　したのによるものである（大服徳城氏「日本佛散史の研究」第一巻371―392頁參照）．以上によって見ても南

　　　都特に法相宗と個勒信仰との浅からざる関係が知られるのである．　　　　　　　　　　　　　　＼．

（註十）本文に記した外，開城寺と南都との友好関係を示すものとしては，康平二年，良昭（法相）が寺門系統の法

　　　成寺の阿l爾陀供養のよ座となった事（噌鋼補任，康平二年条），寛治六年正月十九日，師実が興蜀寺北円堂を

　　　供養するのに開城寺の頼原が勤仕した事（扶桑略記，河房卿記），又この頓原は春日行幸に従つだ功によつで

　　　天喜五年律師となクた事mmm任），保元二年二月朔日，開城寺の宗覚と公舜が興個寺南円堂の陛経を奉行

　　　し或は修法を勁めてﾉ居る事（兵範記）等が.あげられる.

（註十一）叡山関係では大治四年，故白河院の爾に咽勒共他を供養した吽の導師を忠尋がつとめた事があげられるの

　　　みである（中右記，大治四，十二，二十四）．

　　　　　　前号（高知大学研究報告第二倦第二号）誤植訂正

　　　　　　　　七頁28行目の･「群書類従」は「続群書類従」の誤り

　　　　　　　　十二頁５行目と24行目との「中古記」は「中右記」の誤り

　　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（昭和29年４月30日受理）
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